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定量データベースの化合物ごとに違うスレショルドを設定したい 

 

同じ定量データベース内でも、化合物によりピークの大きさが違う場合があります。このような場合、化合物ごとに 

最適な積分条件が変わります。一つのメソッドの定量データベース内で化合物ごとに違う積分条件ファイルを指定 

する方法をご説明します。 

  

１．「キャリブレーション」メニュー > 「化合物編集、変更したい化合物」を選び、「同定」タブから、下記の情報を 

  メモしてください。 

         

 

 ２．「クロマトグラム」メニュー > 「イオンクロマトグラム抽出」、 上記情報を入力しますとイオンクロマトグラムが 

   表示されます。 
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３． 「クロマトグラム」メニュー > 「MS シグナル積分パラメーター」、「初期スレッショルド」に新しい値を入力し、 

  保存します。 
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４． 「クロマトグラム」->「積分」、ピークの頂点にリテンションタイムが表示されて、正しく積分されていることを 

   確認します。 

     

 

５． 「キャリブレーション」 > 「化合物編集」」、変更したい化合物を選び、「詳細」タブから、参考ボタンを押して、 

   保存した積分イベントファイルを指定します。 

      

 

 

 ６． 以上で定量結果が良好であることを確認ください。 

 


